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故
松
原
三
郎
博
士
は
、
旧
金
沢
医
科
大
学
（
現
・
金
沢
大
学
医
学
部
）
初
代
の
精
神
医
学
教
授
で
あ
る
。
遺
品
文
書
類
の
調
査
を
行
っ
た
正

橋
は
、
一
枚
の
文
書
を
発
見
し
、
泉
が
検
討
を
行
っ
た
。
こ
の
文
書
は
、
一
九
○
七
年
に
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
市
衛
生
局
が
ユ
ダ
ヤ
人
移
住
者
あ

て
に
作
成
し
た
、
結
核
の
予
防
・
治
療
に
関
す
る
広
報
資
料
で
、
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
（
昌
昼
島
普
）
で
書
か
れ
て
い
る
。
松
原
博
士
が
、
米
国

故
松
原
三
郎
博
士
遺
品
中
の
一
文
書
、
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
で

書
か
れ
た
医
史
学
史
料

〔
要
旨
〕
故
松
原
三
郎
博
士
は
、
金
沢
医
学
専
門
学
校
、
そ
の
後
金
沢
医
科
大
学
（
現
金
沢
大
学
医
学
部
）
の
精
神
医
学

の
教
授
で
あ
っ
た
。
迩
品
の
中
に
、
苫
満
ら
は
、
イ
デ
ィ
ヅ
シ
ュ
語
で
醤
か
れ
た
文
書
を
発
見
し
た
が
、
そ
れ
が
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
衛
生
局
が
一
九
○
七
年
に
ユ
ダ
ヤ
人
移
住
荷
の
た
め
に
発
行
し
た
、
結
核
の
予
防
・
治
療
に
閃
す
る
広
報

盗
料
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
文
沸
は
、
わ
が
囚
で
発
見
さ
れ
た
灰
史
学
史
料
の
う
ち
、
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
で

掛
か
れ
た
最
初
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
の
内
容
、
医
学
・
言
語
・
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
の
べ
た
。
こ
の
文
諜
は
、

多
文
化
社
会
、
多
言
語
社
会
に
お
け
る
腿
史
学
史
料
研
究
に
言
語
研
究
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
松
原
三
郎
、
結
核
、
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
八
巻
第
四
号
平
成
十
三
年
十
月
五
日
受
付

平
成
十
四
年
十
二
月
二
十
日
発
行
平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
二
日
受
理

泉
彪
之
助
・
正
橋
剛
二
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留
学
中
に
収
集
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
文
書
は
、
我
国
で
発
見
さ
れ
た
医
史
学
史
料
の
内
、
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
で
書
か
れ
た
最
初
の
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
文
書
の

内
容
、
医
学
・
言
語
・
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。
後
に
の
べ
る
よ
う
に
、
正
橋
は
同
じ
よ
う
な
内
容
を
持
つ
英
文
文
書
、
ア
メ

リ
カ
自
然
史
博
物
館
に
お
け
る
結
核
に
関
す
る
展
示
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
英
文
）
も
発
見
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
報

告
す
る
。

松
原
三
郎
博
士
と
そ
の
米
国
留
学
に
つ
い
て
、
す
で
に
詳
細
な
報
告
が
あ

（
１
）
Ｉ
（
６
）

る
の
で
、
以
下
要
点
の
み
記
す
。

松
原
三
郎
精
神
医
学
者
、
金
沢
医
学
専
門
学
校
、
旧
金
沢
医
科
大
学
精
神
医
学

教
授

一
八
七
七
年
（
明
治
一
○
年
）
一
○
月
一
九
日
生
。
一
八
九
八
年
（
明
治
三
一
年
）
第

四
高
等
学
校
医
学
部
卒
業
。
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
病
理
学
教
室
、
精
神
病
学

選
科
生
を
経
て
、
一
八
九
九
年
（
明
治
三
二
年
）
東
京
府
巣
鴨
病
院
医
員
兼
医
科
大

学
助
手
。
一
九
○
三
年
（
明
治
三
六
年
）
米
国
留
学
。
一
九
○
五
年
（
明
治
三
八
年
）

よ
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
精
神
病
院
病
理
学
研
究
所
で
研
究
。
一
九
○
八
年
（
明
治

四
一
年
）
欧
州
を
経
て
帰
国
。
一
九
○
九
年
（
明
治
四
二
年
）
金
沢
医
学
専
門
学
校

教
授
。
一
九
一
○
年
（
明
治
四
三
年
）
医
学
博
士
。
一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
年
）
金

沢
医
科
大
学
教
授
。
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
年
）
辞
職
、
松
原
病
院
設
立
。
一
九
三

一
、
松
原
三
郎
博
士
と
そ
の
遺
品
調
査
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故
郷
パ
レ
ス
チ
ナ
を
追
わ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
は
各
地
に
住
み
つ
い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
で
コ
ン
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
－
を
作
っ
て
生
活
し
た
。

周
囲
の
人
々
と
交
流
す
る
必
要
か
ら
そ
の
土
地
の
言
語
を
使
用
し
た
が
、
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
を
使
う
な
ど
、
独
特
の
言
語
が
生
ま
れ
た
。
い
わ

ゆ
る
ユ
ダ
ヤ
諸
語
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
諸
語
は
約
一
五
種
あ
る
が
、
使
用
人
口
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
ア
シ
ュ
ケ
ナ
ー
ジ
（
東
欧
系
ユ
ダ
ヤ
人
）

（
７
）
１
（
川
）

文
字
は
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
を
用
い
る
。

六
年
（
昭
和
二
年
）
死
去
。

松
原
三
郎
博
士
遺
品
の
調
査

寺
畑
喜
朔
名
誉
教
授
は
、
松
原
三
郎
博
士
令
息
松
原
太
郎
博
士
の
依
頼
に
よ
り
、

（
３
）

松
原
三
郎
博
士
遺
品
の
整
理
と
配
分
を
行
っ
た
。
寺
畑
名
誉
教
授
か
ら
恵
与
を
受

け
て
、
正
橋
は
文
書
類
を
調
査
し
、
そ
の
中
に
一
通
の
文
書
を
発
見
し
た
。
こ
の

文
書
は
、
大
き
さ
圏
ロ
ゴ
×
弓
・
月
日
の
一
枚
で
、
二
面
か
ら
な
り
、
黒
赤
の
二
色

刷
り
で
あ
る
（
写
真
１
，
２
）
。
こ
の
文
書
が
へ
プ
ラ
イ
文
字
で
書
か
れ
て
い
た
と

こ
ろ
か
ら
、
正
橋
は
泉
に
意
見
を
求
め
た
。
泉
は
こ
の
文
書
が
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語

で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
解
読
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
こ
の
文
書
が
、
一

九
○
七
年
に
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
市
衛
生
局
が
ユ
ダ
ヤ
人
移
住
者
あ
て
に
作
成
し
た
、

結
核
の
予
防
・
治
療
に
関
す
る
広
報
資
料
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
は
、
東
欧
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
共
通
語
で
、
中
高
ド
イ
ツ
語

（
冨
弓
①
房
○
、
臣
①
ロ
厨
、
ｇ
を
基
礎
と
し
、
こ
れ
に
ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
、
ロ
シ
ア
語
な
ど
が
加
わ
っ
て
生
ま
れ
た
言
語
で
あ
る
。

二
、
メ
ェ
ア
イ
ツ
シ
ユ
垂
叩
（
冒
昼
号
、
写
）

写真2イディッシュ語文書第二面
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第
二
次
世
界
大
戦
前
、
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
を
使
用
し
た
人
口
は
約
二
○
○
万
人
で
、
こ
れ
が
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
よ
っ
て
半
数
近
く
に
減

（
咽
）

少
し
た
と
い
わ
れ
る
。
実
際
に
は
移
住
し
た
土
地
の
言
語
に
同
化
し
た
人
た
ち
も
多
く
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
公
用
語
が
へ
プ
ラ
イ
語
と
な
っ
た

影
響
も
あ
り
、
現
在
の
言
語
人
口
は
よ
り
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
九
八
○
年
、
一
九
九
○
年
に
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ

（
皿
）

の
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
を
話
す
人
口
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
二
万
人
、
一
二
万
三
千
人
で
、
十
年
間
に
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
た
。

在
で
も
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
は
、
一

動
も
年
々
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。

の
共
通
語
で
あ
る
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
と
、
セ
フ
ァ
ル
デ
ィ
（
ス
ペ
イ
ン
系
ユ
ダ
ヤ
人
、
現
在
の
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
系
を
指
す
）

の
共
通
語
で
あ
っ
た
ラ
デ
ィ
ノ
語
ま
た
は
ジ
ュ
デ
ズ
モ
語
（
ス
ペ
イ
ン
・
ユ
ダ
ヤ
語
）
で
あ
っ
た
。
と
く
に
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
は
多
く
の
土
地

で
用
い
ら
れ
た
た
め
、
ユ
ダ
ヤ
人
全
体
の
共
通
語
と
な
る
勢
い
を
示
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
が
公
用
語
と
な
っ
て
い
る
が
、

（
剛
）

イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
を
公
用
語
と
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
一
派
が
あ
り
、
そ
れ
ら
と
の
論
争
を
経
て
、
へ
プ
ラ
イ
語
が
公
用
語
と
な
っ
た
。
現

在
で
も
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
に
お
け
る
共
通
語
の
一
種
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
、
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
に
よ
る
文
学
活

泉
は
こ
の
文
書
を
見
た
と
き
、
へ
プ
ラ
イ
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
最
初
へ
プ
ラ
イ
語
と
し
て
解
読
し
よ
う
と
し
た
が
理
解
で

き
ず
、
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
概
要
を
把
握
で
き
た
。
原
史
料
の
写
真
、
発
音
の
ロ
ー
マ
字
表
記
、
英
語
の
単
語
を
ま

じ
え
た
ド
イ
ツ
語
訳
、
日
本
語
訳
を
記
載
し
た
が
、
解
読
に
は
あ
や
ま
り
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
叱
正
を
待
つ
。

こ
の
文
書
の
解
読
と
表
記
に
つ
い
て
、
二
、
三
付
言
す
る
。

（
こ
こ
の
文
書
は
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
で
書
か
れ
て
い
る
と
し
た
が
、
厳
密
に
い
う
と
、
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
と
へ
プ
ラ
イ
文
字
で
書
か
れ
た

英
語
と
の
混
合
文
言
で
あ
る
（
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
地
域
図
の
み
本
来
の
英
語
で
記
載
）
。

た
と
え
ば
、
病
院
は
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
で
は
普
目
○
一
（
ロ
ー
マ
字
で
表
記
）
だ
が
、
こ
の
文
言
で
は
国
○
の
四
目
シ
Ｐ
（
こ
の
表
記
の
理
由
は
後

三
、
こ
の
文
書
の
概
要
と
解
読
の
過
程
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述
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
市
、
衛
生
局
、
歩
道
、
運
動
場
、
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
な
ど
は
、
英
語
を
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
で
表
記

し
て
い
る
。
そ
の
場
合
も
英
語
の
綴
り
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
市
の
ｇ
ｇ
を
、
文
字
で
書
け
ば
ｍ
昌
弓
函
と
、
発
音
で
い
う
と

四
目
と
書
き
、
ま
た
衛
生
局
ａ
①
ｇ
耳
目
①
昌
旦
胃
堅
号
）
の
ｇ
と
房
堅
牙
を
○
ぐ
、
国
向
Ｐ
弓
虫
と
綴
っ
て
い
る
。
地
名
の
．
一
旦
聾
扁
里

の
〕
を
示
す
文
字
が
、
ド
イ
ツ
語
と
同
様
に
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
に
な
く
、
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
で
は
複
雑
な
綴
り
を
用
い
る
の
で
、
］
昌
陣
扁
里

と
い
う
英
語
を
併
記
し
て
い
る
。
こ
の
、
英
語
と
の
混
合
文
書
と
い
う
点
は
、
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
生
活
実
態
を
考
え
る
と

（
い
）

理
解
で
き
よ
う
。
上
田
は
、
こ
れ
ら
の
特
徴
を
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
自
体
の
言
語
変
容
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

文
書
表
題
の
尿
Ｏ
ｚ
ｍ
Ｏ
旨
ｍ
国
両
ｚ
と
い
う
語
も
、
英
語
の
８
口
目
目
耳
ざ
己
を
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
で
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
こ
の
文

言
は
、
結
核
患
者
を
浮
昌
昌
昌
民
氏
目
⑦
（
ド
イ
ツ
語
の
ｍ
呂
乏
冒
号
胃
胃
侭
）
と
書
い
て
お
り
、
上
の
【
○
ｚ
ｍ
Ｏ
言
、
国
閃
ｚ
が
結
核
を
意

（
二
）
こ
の
文
書
の
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
は
、
現
在
標
準
と
さ
れ
る
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
と
異
な
り
、
ド
イ
ツ
語
に
よ
り
近
い
。

た
と
え
ば
「
君
た
ち
、
あ
な
た
」
（
ド
イ
ツ
語
の
号
門
）
は
、
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
で
は
弓
だ
が
、
こ
の
文
書
で
は
胃
困
詞
と
書
か
れ
て
い
る
（
こ

の
文
書
に
お
け
る
国
罰
は
、
二
人
称
複
数
で
な
く
、
二
人
称
単
数
敬
称
で
あ
ろ
う
）
。
「
そ
し
て
」
（
ド
イ
ツ
語
の
匡
目
）
は
、
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
で
は

戸
目
だ
が
、
こ
の
文
書
で
は
ご
Ｚ
、
ご
ｚ
ｐ
の
両
方
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
月
曜
日
（
ド
イ
ツ
語
の
三
○
二
国
巴
は
、
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
で

は
冨
○
昌
男
だ
が
、
こ
の
文
書
で
は
三
○
ｚ
弓
○
⑦
（
ま
た
は
三
ｏ
ｚ
弓
シ
⑦
）
と
綴
ら
れ
て
い
る
。
使
わ
れ
て
い
る
単
語
も
ド
イ
ツ
語
起
源
で
、

へ
プ
ラ
イ
語
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
な
ど
他
の
言
語
か
ら
来
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
れ
は
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
西
方
方
言
と
し
て
の
性
格
と
、

時
代
的
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

民
衆
の
自
然
発
生
語
と
し
て
生
ま
れ
た
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
に
は
種
々
の
方
言
が
あ
っ
た
が
、
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
文
学
の
作
家
た
ち
は
、
そ

（
皿
）
（
画
）

の
文
学
活
動
を
通
じ
て
東
方
の
諸
方
言
を
総
合
し
た
標
準
語
を
生
み
出
し
た
。

一
九
一
三
年
に
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
の
正
書
法
の
基
礎
が
作
ら
れ
、
一
九
二
○
年
に
そ
れ
が
手
直
し
さ
れ
た
。
Ｙ
Ｉ
Ｖ
Ｏ
（
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語

言
は
、
結
核
患
者
を
浮
く
皀

味
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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（
胆
）

研
究
所
）
に
よ
っ
て
正
書
法
が
規
定
さ
れ
た
の
は
一
九
三
○
年
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
作
成
さ
れ
た
こ
の
文
書
は
、
西
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
（
ド

イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
在
住
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
用
い
た
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
）
と
十
九
世
紀
の
ゲ
ル
マ
ン
語
風
の
言
い
回
し
（
ダ
イ
ッ

（
皿
）
（
昭
）

チ
ュ
メ
リ
ズ
ム
）
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
・
上
田
に
よ
れ
ば
、
一
九
世
紀
末
に
ア
メ
リ
カ
に
移
民
し
て
来
た
東
欧
系
ユ
ダ
ヤ
人
は
、

（
Ｂ
）
（
略
）
（
ｒ
）

そ
れ
以
前
に
移
民
し
て
来
て
一
定
の
社
会
的
地
位
を
得
て
い
た
ド
イ
ツ
系
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
抗
す
る
た
め
、
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
を
正
統
の
ド
イ

（
脚
）

シ
語
に
近
い
も
の
に
変
え
る
よ
う
努
力
し
た
と
い
う
。

（
三
）
ロ
ー
マ
字
表
記
に
は
、
大
文
字
（
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
レ
タ
ー
）
を
用
い
た
。
ま
た
後
記
の
理
由
で
、
発
音
・
表
記
が
実
際
と
異
な
っ
て
い

イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
の
ロ
ー
マ
字
表
記
に
は
普
通
小
文
字
が
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
大
文
字
を
用
い
、
二
字
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
示

さ
れ
る
場
合
の
み
、
後
の
文
字
を
小
文
字
で
示
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
【
貢
目
印
な
ど
で
後
の
文
字
が
独
立
し
て
発
音
さ
れ
る
文
字
で
は
な
い

こ
と
、
へ
プ
ラ
イ
文
字
の
ロ
ー
マ
字
表
記
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
。

イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
に
は
、
ア
レ
フ
（
四
↓
○
》
サ
イ
レ
ン
ト
）
、
ツ
ヴ
ェ
イ
・
ユ
ド
ゥ
ン
（
皇
〕
ｇ
）
の
よ
う
に
、
一
文
字
あ
る
い
は
二
つ
の
文

字
の
組
み
合
わ
せ
が
複
数
の
発
音
を
示
す
場
合
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
次
に
来
る
文
字
で
判
別
さ
れ
る
サ
イ
レ
ン
ト
の
ア
レ
フ
を
除
き
、
発

音
補
助
符
号
で
音
価
が
区
別
さ
れ
る
が
、
実
際
の
文
言
は
発
音
補
助
符
号
が
書
か
れ
な
い
場
合
が
多
く
、
こ
の
文
書
で
も
発
音
補
助
符
号
が

極
め
て
わ
ず
か
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。
で
き
る
だ
け
標
準
の
発
音
を
参
照
し
よ
う
と
し
た
が
、
不
明
な
場
合
が
あ
り
、
ま
た
こ
の
文
書
の

イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
が
標
準
語
と
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
発
音
さ
れ
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
た
と
え
ば
標
準
イ
デ
ィ
ッ

シ
ュ
語
の
働
く
（
ド
イ
ツ
語
の
四
号
農
ｇ
）
は
閨
房
目
だ
が
、
こ
の
文
書
で
は
シ
宛
団
少
弓
同
Ｚ
と
な
っ
て
お
り
、
発
音
が
閏
冨
冒
呂
（
ア
ル

バ
イ
テ
ン
）
か
四
号
①
胃
２
（
ア
ル
ベ
イ
テ
ン
）
か
決
定
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
こ
の
文
書
に
は
、
少
数
だ
が
明
ら
か
な
書
き
誤
り
が
あ
る
。
発
音
の
ロ
ー
マ
字
表
記
に
は
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
記
載
し
た
。

（
四
）
ド
イ
ツ
語
訳
に
際
し
て
、
英
語
か
ら
来
た
名
詞
は
、
文
頭
な
ど
英
文
で
も
大
文
字
が
用
い
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
語
頭
を
小
文
字
で

（
三
）
ロ
ー
マ
字

る
可
能
性
が
あ
る
。
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守
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Ｎ
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皇
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）
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等
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特
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四
目

国
詞
ぐ
少
呂
弓
両
宛
岡
胃
ｚ
国
〕
困
冨
両
目
、
面
○
ｚ
【
向
両
目
目
【
ず
弓
、
ご
口
内
．
ロ
ｚ
，
い
園
［
門
巨
ｚ
ｏ
の
》
弓
津
田
昌
蜀
○
く
固
胃
く
閉
出
向
之
甸
ご
ｚ

シ
ｚ
の
弓
国
自
ｚ
ロ
田
尻
詞
醇
ｚ
〆
‐
西
醇
目
弓
閃
ｚ
、
ロ
両
弔
シ
両
弓
冨
両
ｚ
目
○
く
国
両
Ｆ
弓
崖
》
閉
弓
両
の
弓
罰
シ
ゆ
め
向
ご
ｚ
閨
両
向
く
両
ｚ
忠
勇
ｚ
国
．

甸
己
ｚ
画
、
同
』
ｚ
○
肉
三
富
目
局
○
の

口
両
も
シ
屈
弓
冨
両
ｚ
弓
○
ぐ
国
両
門
目
頭
ゞ
四
目
両
閃
く
国
ｚ
胃
ご
己
ｚ
ｐ
の
弓
．
勺
シ
ご
伊
切
房
肖
同
国
め
○
甸
両
ｚ
昌
閃
［
崗
詞
く
○
【
｝
局
詞
胃
の
両
ｚ
弓
○
⑦

国
両
ご
穴
巨
ｚ
“

ロ
両
而
シ
詞
弓
三
画
ｚ
弓
○
ぐ
国
同
伊
弓
国
西
国
ロ
国
西
国
Ｐ
目
ｍ
弓
詞
シ
、
印
両
Ｑ
こ
め
可
．
）

○
句
向
ｚ
母
国
ロ
両
罰
く
○
寂
ゴ
両
閃
胃
⑦
両
ｚ
弓
○
⑦
司
口
ｚ
四
四
田
舎
ｚ
○
尻
百
三
自
弓
シ
⑦

マ
マ

、
両
国
尻
目
ｚ
四
目
胃
口
扇
勺
両
ｚ
の
両
詞
胃
揮
巨
弓
目
門
間
シ
罰
自
⑫
弓
詞
シ
ゆ
ゆ
同
弓
筥
画
昌
の
弓
○
両
閃
ｚ
昌
口
両
刃
く
○
尿
画
国
詞
［
⑦
閃
ｚ
弓
○
の
蜀
己
ｚ
四

国
同
崇
ｚ
Ｏ
尿
彦
冨
国
。
⑦
．

ざ
ｚ
○
肉
壷
冨

［
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
文
書
の
英
単
語
を
交
え
た
ド
イ
ツ
語
訳
］

（
大
文
字
だ
け
の
単
語
は
解
読
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
部
の
日
本
語
訳
は
、
推
定
で
作
成
し
た
）

く
胃
国
両
門
門
く
［
四
○
の
国
弓
匪
門
口
勗
も
両
ｚ
ｍ
固
詞
員
回
向
ｚ
ロ
閃
甸
ご
ｚ
ｐ
両
悶
嗣
弓
忠
弓
両
ｍ
弓
詞
シ
い
、
同
○
句
向
ｚ
尽
両
ロ
両
屈
く
○
【
ゴ
向
両
目
⑦
国
ｚ

弓
○
⑦
蜀
国
ｚ
』
園
同
吟
ざ
ご
国
詞
ｚ
○
〆
三
富
目
弓
○
の

ぐ
目
の
○
ぐ
両
刃
ｚ
胃
罰
国
○
ｍ
四
目
シ
旧
く
シ
弓
向
宛
印
弓
閃
シ
ゆ
め
国
ご
ｚ
［
尾
胃
ｚ
国
ｚ
ロ
国
司
○
ｚ
の
○
く
同
詞
ｚ
胃
丙
め
弓
両
シ
の
の
因
○
句
向
ｚ

マ
マ

冒
○
ｚ
弓
○
⑦
》
言
胃
弓
ぐ
○
添
岸
］
己
ｚ
ｐ
や
両
刃
シ
国
弓
○
⑦
句
ご
ｚ
四
ｍ
目
《
ご
国
両
ｚ
○
【
す
乏
冒
弓
弓
○
⑦

く
自
胃
ｚ
母
自
国
○
両
【
ロ
扇
両
国
ｚ
ｍ
同
罰
］
皀
笥
⑳
国
ｚ
弓
両
詞
切
目
詞
シ
い
の
回
○
句
閃
ｚ
母
両
ロ
同
詞
ぐ
○
穴
彦
国
酉
の
国
ｚ
弓
○
⑦
甸
自
ｚ
匡
嗣
園
届
．

ロ
胃
園
”
○
ｚ
【
い

，
屈
弓
冨
両
ｚ
弓
○

四
ｍ
胃
Ｎ
』
ｚ
○
肉
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弓
｝
５
目
四
ゆ
固
卸
ユ
言
い
ｇ
ご
》
二
戸
ロ

Ｂ
Ｏ

Ｃ
昌
昌
昌
朋
５
口
囚
旦
国
①
巴
号

○
ｇ
勗
巨
目
】
で
ロ
ｇ
〕

］
の
奇
國
巨
閉
め
芦
、
岸
耳
匡
、
ず
く
①
Ｈ
戸
胃
印
四
ｎ
面
《
ず
①
目
・
の
【
冒
旨
①
の
①
己
（
印
①
星
ご
○
｝
ご
ご
ぎ
①
毒

函
匡
め
ロ
の
］
①
ｐ

Ｐ

ｚ
胃
国
。
目
Ｑ
話
の
①
【
四
耳
①
邑
四
ｇ
〕
国
画
巨
の
①

Ｅ
ａ
三
国
禺
望
①
凶
岩
阜
胃
四
．
甸
曽
ご
罠
①
》
甸
吊
昌
己
①
言
ａ
ｚ
ｍ
肩
ゴ
ケ
目
①
亘

○
○
己
め
こ
ョ
耳
５
口
』
胃
①
言
①
【
Ｈ
四
三
内
面
①
茸
ぐ
○
巨
包
①
目
盲
ご
伽
四
］
（
ぐ
①
ユ
画
昌
）
》
葛
①
庁
丘
の
昌
昌
冒
再
垂
〕
四
‘
ぐ
○
国
曽
己
①
吊
邑
旨
〕
庁
昌
己
君
の
庁
ゴ
①
一
三
ａ

（
頁
１
第
一
面
左
）

（
頁
２
第
二
面
右
）

○
（
）
ヨ
印
ロ
ロ
］
ロ
言
○
国

ご
く
話
）
す
①
Ｑ
煙
く
閉
①
少
囚
向
き
守
屋
岸
Ｑ
〕

●
▲

４
ｂ

ご
昌
旦
、
の
昌
、
亘
曽
澤
濤
貞
吊
ｍ
①
ご

弓
昌
一
①
マ
ウ
①
Ｑ
ｍ
Ｒ
｛
①
ゆ
里
の
ぎ
｝
一
四
岸
の
国

〔
弓
ロ
ロ
四
の
二
言
一
再
函
巨
画
す
①
吋
頤
①
す
の
。

、
ｒ
Ｊ
■

■
凸
ら

ぴ
っ
①
吊
庁
ご
旨
ご
計

ロ
①
己
煙
再
ョ
①
昌
旦
国
①
囚
弄
面

。
ご
ａ
ｚ
①
勇
禺
（
萬
戸出

国
目
凹
昌
］
巨
．
国
侭
鴨
】
旨
．
ロ

ア
角
①
Ｑ
房
四
一
○
諏
一
の
①
『

』
＠
つ
可
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胃
の
の
庁
邑
目
、
岸
詳
Ｈ
巨
再
匡
邑
門
四
国
囚
、
）
函
煙
ロ
。
①
貝
勇
武
四
の
○
崇
再
盟
①
陣
ご
ゴ
①
Ｈ
四
畳
蔦
．

函
巴
庁
昌
の
茸
昌
①
国
睡
ご
ロ
①
○
Ｑ
閏
ロ
四
国
房
冒
崖
吋
①
日
冨
鼬
巳
》
○
・
①
胃
‐
の
曽
己
望
○
口
閏
，
ｏ
面
の
弓
旨
中
値
畳
日
雪
煙
め
習
己
①
愚
一
国
す
①
ご
い
①
目
①
の
輿

西
四
声
己
の
三
戸
①
冒
一
旨
忌
日
①
の
ｚ
固
の
①
‐
弓
貸
嘘
三
①
言
ヨ
岸
胃
①
ロ
ロ
Ｏ
ｇ
３
厨
》

ｚ
冒
旨
●
具
・
ゆ
め
言
曽
’
ョ
①
国
四
旦
冒
弓
四
］
楯
里
①
『
扇
①
旨
目
己
①
言
①
旱
ご
○
の
彦
①

①
胃
〕
、
目
四
ｍ

］
①
Ｑ
①
Ｈ
す
①
Ｑ
ｍ
或
一
吊
帛
○
億
①
己
（
○
ロ
ゴ
壁
扁
己
＆
①
【
○
両
①
ご
Ｑ
①
両
①
ｍ
座
員

胃
す
『
印
○
一
岸
ヨ
○
ず
言
雪
○
一
〕
ロ
①
．
〕
一
①
。
】
①
Ｐ
○
・
①
Ｈ
い
の
ゴ
置
吊
の
ロ
』
邑
圃
目
昌
旨
ロ
①
同
邑
》
昌
邑
弓
①
庁
ゴ
①
。
①
の
”
］
ず
計
ご
房
ゴ
芹
一
〈
四
口
①
坤
尉
の
ロ
①
Ｆ
匡
陣
．
甸
ユ
の
○
一
扉
Ｐ
宮
津

巨
国
Ｑ
い
○
昌
］
①
ご
己
‐
の
。
面
①
言
ａ
扇
ご
島
①
Ｃ
Ｏ
己
の
匡
日
胃
５
．
施
閏
日
の
昌
昼
閏
己
閏
①
、
９
ョ
の
》
言
“
の
ぐ
閏
ｐ
３
ｍ
ｏ
ゴ
①
ロ
、
ご
Ｑ
閂
①
【
【
●
四
三
ｓ
四
扁
己
‐
（
ざ
国
・
画
の

囚
①
ロ
行
い
巨
壹
画
す
①
国
凰
①
ご
国
Ｑ
①
］
ロ
冑
彦
時
①
口
］
Ｎ
一
目
］
口
〕
①
吋
昇
ご
罠
①
ぐ
肘
昌
の
○
Ｈ
貝
〕
ぬ
］
旨
戸

田
①
ず
庁
昌
の
胃
冒
の
国
ｐ
互
い
①
Ｈ
伊
匡
津
浬
国
岸
島
①
凶
ヨ
ョ
四
吋
①
］
員
崗
の
］
自
習
口
四
の
ゆ
国
昌
）
四
匡
哺
日
詳
討
匡
ｏ
三
①
邑
弓
一
旨
｝
吊
門
員
己
三
ご
画
降
〕
‐
国
①
、
①
員

屍
①
画
吋
計
口
尉
壷
《
ロ
〕
再
ｑ
Ｏ
弄
四
扉
計
目
、
①
の
①
ロ
．

西
巴
行
①
冒
甸
①
ロ
の
扇
吋
く
○
ご
毎
Ｎ
①
日
の
ｏ
匡
呉
凶
日
日
①
【
①
冒
豆
の
の
、
す
①
邑
○
蔀
①
ロ
ウ
四
ｚ
四
の
茸
当
旨
己
盲
津
目
四
口
四
の
凶
日
日
閏
圃
君
田
（
昼
閏
島
．
ｇ
冒
堅

四
四
岸
望
ｇ
〕
言
話
日
α
哩
月
ゴ

凹
巨
甘
匡
司
己
ｑ
①
ロ
ロ
ロ
印
国
○
口
①
国

ぐ
①
国
肖
の
囚
の
耳
昌
ｏ
三
．
匡
吋
昌
肖
ｏ
ゴ
ぐ
閏
穴
罠
旨
員
侭
①
ロ
》
○
頁
ご
○
亘
ぐ
①
ユ
畠
三
昌
楯
戸
四
国
ロ
目
色
９
５
目
己
①
門
三
里
目
ニ
ハ
風
①
”
①
ご
島
①
嗣
門
四
口
穴
彦
の
寓

口
耐
三
富
呉
①
国
①
》
弓
四
の
言
胃
Ｑ
画
匡
の
”
の
言
］
里
○
。
①
Ｈ
煙
巨
の
頤
①
日
①
輿
く
○
国
の
旨
①
日
⑱
ｎ
画
ミ
ヨ
Ｑ
里
村
三
億
の
壗
］
牌
く
○
二
日
弄
房
ウ
①
ご
Ｓ
ｍ
①
邑
函
①
吋
目
の

●

（
弓
一
号
①
吋
云
①
一
国
“
凶
罠
）
葛
①
一
、
ゴ
①
の
言
・
圃
一
』
医
①
ヨ
Ｎ
ｐ
雪
①
局
・
の
ロ
ウ
①
ヨ
①
吋
穴
骨
．
ロ
話
の
①
、
①
局
日
め
め
ヨ
・
臼
の
ご
耐
、
の
画
①
ぐ
○
国
の
（
）
弓
の
巨
ヨ
宮
ら
己
戸
冒
・

弓
①
国
自
国
〕
四
国
の
届
四
．
四
口
己
①
庁
》
一
ロ
ユ
①
国
〕
｝
四
国
胆
①
己
（
岡
田
こ
ぐ
①
計
ｐ
Ｈ
，
の
四
○
ヶ
①
邑
望
①
Ｑ
肘
【
周
回
ロ
穴
ご
凰
計
．

困
凰
①
四
日
９
再
穴
四
国
⑦
の
ｇ
扇
昌
己
冒
ざ
ご

函
巴
庁
望
ｇ
〕
言
肘
日
α
哩
月
ご
胸
①
の
巨
己
旦
乏
四
頁
ご
画
の
の
国
吋
穴
閏
尉
庁
匡
禺
【
９
つ
四
・
Ｑ
閉
め
、
罫
暑
①
崗
閏
・
閏
冒
く
（
）
。
＆
①
、
○
口
い
こ
日
昌
一
（
）
。
”
閏
ョ
の

占

い
●



VerlasstnichtkeineVerkiihlungoderkeinenHusten;NurgehtbaldzueinemDoktoroderinadispensary(Sieht

dieletzteSeite)

(m<dっ紙11個網）

Wiezuwerdengesundwennlhrhatconsumption

WennlhroderjemandvonlhrerFamiliehatconsumption,mUsstlhrbefolgendiefolgendeRegeln,wennlhrwilt

werdengesund:

WerftnichtlhrGeldhinausaufpatentierteMedizinenoderreklamierteHeilmitteln,NurgehtzueinemDoktor

oderinadispensary(SiehtdieletzteSeite),wennlhrgehtbeizeiten,k6nntlhrwerdenausgeheilt,wennlhrwartet

kannseinaseswirdzuspat.

TrinktnichtkeinSchnapsoderandereSortenLik6r.

SchlaftnichtineinemBetmiteinemandernPersonundwennm6glichschlaftineinembesonderenZimmer

GuteSpeise,reineLuftundRuhesinddiebesteHeilungsmitteln,SeidaufderfrischenLuftundSonnen-scheinwie

vielsom6glich.

HaltlhreFensteroffenWinterundSommer,beiTagundbeiNacht.Wennlhrseidnurguteingedeckt,wolltlhr

nichtEucherkalten.

Tritteininasanatoriumbiswannlhrk6nntnochundesistnichtzuspat.

DervorsichtigeundreineSchwindsiichtigeristnichtgefahrlichfiirdiejenigenmitwelchenerlebtodererarbeitet

zusanlnlen・

oG

UbergibtnichtSchwindsuchtzuandern.

（
邑
爲
）
巾
守
鰕
抑
等
恕

槌
繁
朴
母
幽
骨
国

の
ｏ
ｏ

Ｌ
Ｌ
Ｌ



VieleerwachseneMenschenundKinderhabenconsumption,alleinnichtwissenddavon.Undk6nnendasUbergeben

zuandernUberdasZAL.AllesogargesundeMenschen(sollen)befolgendiefolgendeRegeln:

Speietnichtaufdiesidewalks,playgroundsoderaufdiefIoorsvonlhremHausoderschool;SieverspreitKrankheit

undsieistgefahrlich,miesundungesetzlich.

WennlhrmUsstspeien,speietineinAbflussgrabenoderineinSpei-napf,wasseinerHalbangefUlltmitWasser.

AIslhrhustoderniest,halteinTaschentuchiiberlhrMauloderNase.

NimmtdieseKartenachHauseundweistsiezulhrerFamilie.

(皿→砿｜阻但）

FreiedispensariesundKlinikenfiirdieHeilungvonSchwindstichtigen:

Manhattan:

IHarlemHospitalDispensaryl36teStrasseundLenoxAvenue;offenjederwocherigenTagvon3bis4Uhr

nachmittags.

IIPresbiterian70teStrasseundMeriserAvenue;offenjederwocherigenTagvon1.30-3.30nachmittags

IIIVanderbiltKlinik60teStrasseundAmsterdamAvenueoffenjederwocherigenTagvon1.30bis3.30nach-

mittags;amDienstag,DonnerstagundSamstagauchoifenvon9.40bisllUhrvormittags.

IVDepartmentofHealth,55teStrasselND？6teAvenue;offenvonlOUhrvormittagsbis4Uhrnachmitagsjeder

wocherigenTag.AmMontag,MitwochundFreitagauchoffenvon8bis9abends.

VNewYorkHospital,8Westl6teStrasseoffenjederwocherigenTagvon2bis2.30nachmittags

VIBelle-VueHospitalDispensary,Endevondereast26teStrasseoifenjederwocherigenTagvonlbis4.30Uhr

＠
ｍ
ｍ

や
肥
‐
、
於
募
ャ
恥
》

棄
留
朴
忍
幽
裡
暑
長
伽

〃
繩
濟
ｌ
ｅ
任
唱
姻
判
睡
茜
川
睡
毒
墨
偏
川
壼
進
閂
・
毎
Ｎ
聖
喋
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ロ
①
ロ
画
風
目
①
貝
９
国
の
巴
昏
》
茸
①
シ
く
①
ご
こ
①
昌
己
牌
用
〕
四
巳
、
四
四
８
○
承
①
】
ご
①
Ｑ
ｇ
‐
弓
（
）
９
房
目
１
億
①
邑
弓
四
ぬ
く
ｇ
］
画
亘
の
一
目
四
。
言
昌
詳
四
蛎

田
ご
門
．
弓
①
二
房
吊
冒
さ
『
ョ
閏
〕
（
）
ロ
ー
＄
寓
言
睦
の
ご
国
屋
ｐ
Ｈ
．
Ｃ
ｚ
，
切
国
臣
民
侭
の
》
○
三
臥
旦
□
ご
国
（
）
ご
く
○
口
智
〕
輿
①
。
穴
①
冒
己
①
ロ
【
Ｈ
曽
美
匿
四
５
口
・

ロ
①
ロ
四
『
ヨ
］
の
昌
旦
函
①
四
声
戸
韻
蔚
煕
埼
四
の
の
①
巨
口
Ｑ
津
の
シ
ぐ
①
己
屋
①
．
ｚ
閨
．
Ｑ
ｑ
．

［
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
文
書
邦
訳
］

ロ
の
口
閏
目
］
①
昌
旦
国
①
堅
号
〉
四
日
〕
四
旦
聾
【
煙
の
の
①
自
画
胃
巽
己
〔
詮
①
］
こ
①
Ｑ
①
吋
言
Ｏ
ｏ
ｐ
９
侭
①
邑
弓
四
ぬ
く
（
）
己
函
巨
の
一
二
四
の
ゴ
ロ
●
月
田
鴨

国
員
）
〔
）
匡
旨
】
Ｑ
ご
己
一
望
〕
①
ご
め
閏
．
嶌
巨
弓
二
曽
曽
ｍ
可
四
の
①
①
（
弓
皀
、
岡
目
異
べ
．
．
）
三
吋
邑
苛
Ｑ
①
Ｈ
舅
○
９
房
胃
，
侭
①
ロ
弓
四
ぬ
ぐ
○
．
函
冨
め
一
．
四
（
〕
言
昌
言
国
い
め

く
目
の
○
く
田
邑
○
局
国
○
⑳
巨
国
一
三
昌
四

く
ｇ
〕
函
豆
の
↑
ご
｛
肖
昌
四
ｏ
ゴ
ョ
寓
目
鴨

ご
胃
自
ｚ
の
言
昌
○
吋
穴
己
尉
己
①
ご
印
四
国

国
四
○
一
〕
冒
邑
詳
四
胴
加

結
核

こ
の
病
気
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
、
ど
ん
な
風
に
生
活
す
る
こ
と
が
必
要
か
。

こ
の
病
気
を
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に
、
ど
ん
な
風
に
生
活
す
る
こ
と
が
必
要
か
。

た
ん
を
吐
い
て
は
い
け
ま
せ
ん

（
頁
１
第
一
面
左
）

ロ
耐
ｍ
Ｈ
ｄ
ｐ
ｘ

国
Ｈ
ｄ
巳
色
く
ご

ご
く
四
庁
の
同」

い
『
ｎ
国
〕
庁
四
‐
ｍ
茸
，
四
ゆ
ゆ
Ｑ
〔
）
蔀
の
弓
万
・
四
‐
雪
○
○
ず
の
Ｈ
侭
①
己
弓
画
ぬ
ぐ
○
弓
巨
巨
め
冒
騨
い
つ
ロ
、
の
ゴ
目
ヨ
ヰ
ｍ
い
め

印
可
●
四
の
の
①
［
罠
昌
一
弓
］
国
冒
己
①
ぐ
（
）
ロ
⑦
○
ぐ
国
己
（
）
Ｈ
‐
、
茸
‘
四
の
の
①
》
○
印
①
己
夛
角
○
『
］
庁
“
独
三
国
づ
署
○
○
ゴ
ロ
Ｒ
ａ
甸
尉
・
凰
言
卸
函

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
市
衛
生
局
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多
く
入
る
よ
う
に
し
な
さ
い
。

結
核
は
、
長
い
病
気
で
、
他
の
‐

や
す
く
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
。

（
頁
２
第
二
面
右
）

結
核

は
一
言
で
言
う
と
、
た
ん
を
吐
く
と
い
う
不
潔
な
習
慣
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

こ
の
書
類
を
家
に
持
っ
て
行
き
、
家
族
、
友
だ
ち
、
隣
人
に
見
せ
て
く
だ
さ
い
・

結
核
は
、
長
い
病
気
で
、
他
の
人
か
ら
う
つ
る
こ
と
が
あ
り
、
風
邪
か
ら
だ
け
起
こ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
風
邪
が
結
核
に
か
か
り

結
核
患
者
か
ら
せ
き
や
く
し
ゃ
み
で
外
に
出
さ
れ
る
物
質
は
、
小
さ
く
て
目
に
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
生
き
て
い
る
病
原
体
（
結
核
菌
）
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。
こ
れ
ら
の
病
原
体
は
、
結
核
の
原
因
で
、
人
が
吸
い
込
む
と
、
長
い
期
間
を
過
ぎ
て
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

結
核
に
う
つ
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

で
き
る
だ
け
健
康
を
保
っ
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
身
体
が
強
い
ほ
ど
、
結
核
菌
は
身
体
に
入
り
こ
む
の
が
む
ず
か
し
い
の
で
す
。

み
ん
な
が
次
の
規
則
を
守
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

あ
な
た
は
、
新
鮮
な
空
気
の
入
ら
な
い
部
屋
に
住
ん
だ
り
、
そ
こ
で
勉
強
し
た
り
、
寝
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
新
鮮
な
空
気
と
日
光

は
、
結
核
菌
や
他
の
病
気
を
引
き
起
こ
す
病
原
菌
を
殺
し
ま
す
。
そ
れ
で
す
か
ら
、
新
鮮
な
空
気
と
日
光
を
あ
な
た
の
部
屋
に
で
き
る
だ
け

ほ
こ
り
っ
ぽ
い
空
気
の
中
で
生
活
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
部
屋
を
き
れ
い
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
み
を
ぬ
れ
た
布
と
洗
浄
用
の
ブ
ラ
シ
で

医
師
ト
ー
マ
ス
・
ダ
ー
リ
ン
ト
ン

健
康
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

一
九
○
七

医
師
へ
ル
マ
ン
．
Ｍ
・
ビ
ッ
グ
ズ

医
官
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あ
り
ま
せ
ん
。

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

（
最
終
頁
参
照
）
に
↑

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ふ
き
取
り
な
さ
い
。
乾
い
た
ほ
う
き
で
掃
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
寝
室
の
窓
を
夜
、
少
し
だ
け
開
け
て
お
き
な
さ
い
。
部
屋
の
空
気
を
一
日
二
、
三
回
入
れ
替
え
な
さ
い
。

汚
い
手
で
食
事
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
先
に
手
を
洗
い
な
さ
い
。
手
や
鉛
筆
を
口
に
い
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
他
の
人
が
口
に
入
れ
た

キ
ャ
ン
デ
ィ
や
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
も
同
じ
で
す
。

鼻
を
拭
い
て
汚
れ
た
ハ
ン
カ
チ
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
い
れ
た
ま
ま
に
し
て
お
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

少
な
く
と
も
一
週
に
一
度
、
入
浴
し
な
さ
い
。

風
邪
や
せ
き
を
ほ
う
っ
て
お
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
す
ぐ
に
医
師
あ
る
い
は
診
療
所
に
行
き
な
さ
い
（
最
終
頁
参
照
）

へ

頁
3シ

ナ
ッ
プ
ス
や
そ
の
他
の
種
類
の
強
い
酒
を
飲
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

他
の
人
と
同
じ
ベ
ッ
ド
に
寝
て
は
い
け
ま
せ
ん
、
で
き
れ
ば
ほ
か
の
人
と
離
れ
た
部
屋
で
寝
な
さ
い
。

よ
い
食
物
、
き
れ
い
な
空
気
、
休
養
が
最
良
の
治
療
薬
で
す
。
で
き
る
だ
け
き
れ
い
な
空
気
と
太
陽
の
光
の
下
で
く
ら
し
な
さ
い
。

あ
な
た
の
部
屋
の
窓
を
、
冬
も
夏
も
、
日
中
も
夜
も
開
け
て
お
き
な
さ
い
。
も
し
布
団
を
ち
ゃ
ん
と
着
て
い
れ
ば
、
風
邪
を
引
く
こ
と
は

あ
な
た
の
お
金
を
、
い
わ
ゆ
る
特
効
薬
や
、
宣
伝
さ
れ
て
い
る
治
療
法
に
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
な
に
よ
り
も
医
師
あ
る
い
は
診
療
所

辛
終
頁
参
照
）
に
行
き
な
さ
い
。
適
切
な
時
期
に
受
診
す
れ
ば
、
完
全
に
治
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
待
っ
て
い
る
と
、
手
遅
れ
に
な
る

も
し
あ
な
た
が
結
核
に
か
か
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
健
康
に
な
る
か

も
し
あ
な
た
か
あ
な
た
の
家
族
の
だ
れ
か
が
結
核
に
か
か
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
健
康
に
も
ど
る
た
め
に
は
、
次
の
規
則
を
ま
も
ら
な
け

第
二
面
左
）
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あ
な
た
が
ま
だ
で
き
る
う
ち
に
、
手
遅
れ
に
な
ら
な
い
う
ち
に
、
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
入
り
な
さ
い
。

注
意
深
く
清
潔
な
結
核
患
者
は
、
一
緒
に
生
活
し
た
り
一
緒
に
働
い
た
り
す
る
人
に
と
っ
て
、
危
険
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

結
核
を
他
の
人
に
う
つ
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

多
く
の
成
人
と
子
供
が
結
核
に
か
か
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
知
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ
れ
を
関
係
の
な
い
他
の
人
に
う
つ
す
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
健
康
な
人
で
も
次
の
規
則
を
守
る
こ
と
で
す
。

歩
道
や
運
動
場
、
家
や
学
校
の
床
に
た
ん
を
吐
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
病
気
を
う
つ
す
こ
と
が
あ
り
、
危
険
で
不
潔
で
法
律
に
違

反
し
て
い
ま
す
。

結
核
患
者
治
療
の
た
め
の
無
料
診
療
所
・
病
院

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

ー
ハ
ー
レ
ム
病
院
診
療
部
恥
珊
丁
目
・
レ
ノ
ッ
ク
ス
街

診
療
時
間
”
週
日
毎
日
、
午
後
３
時
か
ら
４
時
ま
で

Ⅱ
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン
”
、
丁
目
・
メ
リ
ッ
サ
街

診
療
時
間
”
週
日
毎
日
、
午
後
１
時
鋤
分
か
ら
３
時
訓
分
ま
で

Ⅲ
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ピ
ル
卜
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
”
帥
丁
目
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
街

診
療
時
間
“
週
日
毎
日
、
午
後
１
時
訓
分
か
ら
３
時
訓
分
ま
で

（
頁
４
第
一
面
右
）

た
ん
を
吐
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
は
、
み
ぞ
に
、
あ
る
い
は
水
を
半
分
入
れ
た
た
ん
つ
ぼ
に
吐
き
な
さ
い
。

せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き
に
は
、
口
や
鼻
に
ハ
ン
カ
チ
を
あ
て
な
さ
い
・

こ
の
書
類
を
家
に
持
っ
て
行
き
、
家
族
に
見
せ
て
下
さ
い
。



火
曜
日
、
木
曜
日
、
土
曜
日
に
は
午
前
９
時
仙
分
か
ら
ｎ
時
ま
で
に
も
診
療

Ⅳ
衛
生
局
叩
弱
丁
目
・
６
番
街

診
療
時
間
恥
週
日
毎
日
、
午
前
皿
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

月
曜
日
、
水
曜
日
、
金
曜
日
に
は
、
夜
８
時
か
ら
９
時
ま
で
に
も
診
療

Ｖ
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
病
院
加
西
略
丁
目
８

；
診
療
時
間
”
週
日
毎
日
、
午
後
２
時
か
ら
２
時
訓
分
ま
で

２０伽
Ⅵ
ベ
ル
ピ
ュ
ー
病
院
診
療
部
岬
東
沁
丁
目
突
き
当
た
り

信
診
療
時
間
恥
週
日
毎
日
、
午
後
１
時
か
ら
４
時
別
分
ま
で

鐸
Ⅷ
ガ
ヴ
ァ
ナ
ー
病
院
”
ウ
ォ
ー
タ
ー
通
り
お
よ
び
ガ
ヴ
ァ
ナ
ー
通
り
端

８鐸
診
療
時
間
”
月
曜
日
、
水
曜
日
、
金
曜
日
の
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

土
ひ
Ⅷ
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
診
療
所
叩
セ
ン
タ
ー
通
り
Ⅳ

二
陣辨

診
療
時
間
”
週
日
毎
日
、
皿
時
か
ら
午
後
皿
時
帥
分
ま
で

史医

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

本Ｈ
衛
生
局
軸
ジ
ェ
イ
通
り
細

診
療
時
間
”
週
日
毎
日
、
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

市
立
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
診
療
所
”
テ
ィ
ラ
リ
ー
通
り
皿

診
療
時
間
”
週
日
毎
日
、
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

ブ
ロ
ン
ク
ス

弱
衛
生
局
”
３
番
街
・
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ス
・
プ
レ
イ
ス
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ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
の
ユ
ダ
ヤ
人
人
口
は
、
こ
れ
ら
の
大
流
入
を
む
か
え
て
、
一
八
九
○
年
二
○
万
人
、
一
九
○
○
年
に
七
○
万
人
、
一
九
一

○
年
に
一
二
五
万
人
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
一
九
○
○
年
に
は
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
市
の
人
口
の
二
％
を
占
め
た
。
ニ
ュ
ー
ョ

ー
ク
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
合
衆
国
全
体
の
ユ
ダ
ヤ
人
人
口
に
占
め
る
割
合
も
、
一
八
八
○
年
の
三
三
％
か
ら
一
九
二
○
年
の
四
五
％
に
増
加
し

（
胴
）た

。
全
米
ユ
ダ
ヤ
人
の
半
数
近
く
が
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
に
住
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

こ
の
文
言
の
背
景
と
な
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
つ
い
て
、
説
明
し
た
い
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
移
民
と
し
て
移
住
し
、
そ
の
大
部
分
が
都
市
に
住
ん
だ
。
と
く
に
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀

初
頭
へ
か
け
て
、
多
数
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
東
欧
か
ら
の
移
住
者
で
あ
っ
た
。
一
八
八
一
年
か
ら
一
九

二
○
年
ま
で
の
四
○
年
間
に
二
○
○
万
人
以
上
の
ユ
ダ
ヤ
移
民
が
入
国
し
、
そ
の
九
五
％
以
上
が
東
欧
系
で
あ
る
。
一
九
二
八
年
、
合
衆
国

に
住
む
四
二
○
万
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
う
ち
、
三
五
○
万
人
が
東
欧
出
身
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
東
欧
系
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
共
通
語
と
し
て
イ
デ
ィ

（
喝
）
Ｉ
（
町
）

ツ
シ
ュ
語
を
用
い
、
ア
メ
リ
カ
移
住
後
も
長
く
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
が
使
わ
れ
た
。

こ
の
時
期
に
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
移
住
し
て
き
た
原
因
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
そ
の
ひ
と
つ
は
十
九
世
紀
末
ロ
シ
ア
に
起
こ
っ
た
ユ
ダ
ヤ

（
喝
）
（
川
）

人
迫
害
で
あ
る
。
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
作
家
シ
ョ
ー
レ
ム
・
ア
レ
イ
ヘ
ム
の
作
品
に
基
づ
い
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
屋
根
の
上
の
バ
イ
オ
リ
ン
弾

き
」
は
、
こ
の
事
情
を
骨
組
に
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
短
期
間
に
こ
の
よ
う
な
多
数
の
移
民
を
迎
え
た
こ
と
は
、
種
々
の
社
会
問

診
療
時
間
”
週
日
毎
日
、
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

さ
ら
に
情
報
が
必
要
な
場
合
は
、
衛
生
局
、
感
染
症
部
門
主
任
、
ロ
ｚ
・
砂
ビ
リ
ン
グ
ス
医
師
、
弱
丁
目
・
６
番
街
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
市
、
に

題
を
引
き
起
こ
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

四
、

こ
の
文
書
の
背
景
と
医
学
的
意
義
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こ
れ
ら
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
も
っ
と
も
多
く
住
ん
だ
の
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、
と
く
に
ロ
ー
ワ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
と
呼
ば
れ
る
地
域
（
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
南
寄
り
、
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
沿
い
）
で
あ
っ
た
。
過
密
な
状
態
で
こ
れ
ら
の
地
域
に
住
ん
だ
ユ
ダ
ヤ
人
の
生
活
実
態
に
つ
い
て
、
野
村
達

（
胴
）

郎
が
詳
し
く
記
述
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
佐
藤
唯
行
に
よ
れ
ば
、
同
地
区
は
当
時
、
イ
ン
ド
の
ポ
ン
ペ
イ
を
除
け
ば
、

（
州
）

地
球
上
で
も
っ
と
も
過
密
な
都
市
空
間
で
あ
っ
た
。

（
鴫
）

こ
の
過
密
な
生
活
の
中
で
問
題
の
一
つ
と
し
て
起
こ
っ
た
の
が
、
病
気
と
く
に
結
核
で
あ
っ
た
。
こ
の
文
書
は
、
そ
れ
ら
の
移
住
し
て
来

た
東
欧
系
ユ
ダ
ヤ
人
を
対
象
と
し
て
、
’
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
市
衛
生
局
が
作
成
・
頒
布
し
た
も
の
で
あ
る
。

野
村
に
よ
れ
ば
、
一
九
○
六
年
ロ
ー
ワ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
の
ユ
ダ
ヤ
人
一
○
○
○
人
中
、
一
二
人
が
結
核
に
お
か
さ
れ
て
い
た
。
野
村

は
「
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
で
は
結
核
の
も
含
め
て
病
人
の
九
○
％
は
家
で
看
病
さ
れ
て
お
り
、
貧
し
い
人
び
と
は
な
か
な
か
病
院
に
行
こ
う
と

（
暇
）

し
な
か
っ
た
。
迷
信
的
な
ま
じ
な
い
や
民
間
薬
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た
」
と
書
い
て
い
る
が
、
こ
の
文
書
の
文
面
と
比
較
し
て
興
味
深
い
。

（
四
）

著
者
は
先
に
、
こ
の
文
書
の
医
学
的
内
容
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
の
べ
た
。

（
二
結
核
対
策
を
集
団
的
施
策
に
よ
ら
ず
、
「
た
ん
を
吐
く
な
」
と
い
う
よ
う
な
個
人
的
方
策
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
。
個
人
衛
生
の
考
え

方
で
処
理
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
。

（
二
）
早
く
受
診
す
れ
ば
完
治
す
る
と
あ
り
、
治
療
上
の
楽
観
主
義
に
立
っ
て
い
る
こ
と
。

（
三
）
結
核
患
者
の
無
料
診
療
を
主
と
し
て
民
間
施
設
の
協
力
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
・
後
に
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
市
は
市
立
病
院
を
設
立
し
て
貧

し
い
患
者
の
無
料
診
療
を
行
う
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
そ
う
し
た
方
針
は
採
ら
れ
て
い
な
い
。

（
帥
）

そ
の
後
、
著
者
は
当
時
の
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
市
衛
生
局
幹
部
に
よ
る
「
社
会
的
な
病
と
し
て
の
結
核
」
と
い
う
論
文
（
講
演
記
録
）
を
入
手
し

た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
市
衛
生
局
は
、
こ
の
文
書
に
見
ら
れ
る
よ
り
も
遙
か
に
広
範
な
組
織
的
対
応
が
必
要
と
考
え
て
い

た
。
こ
の
論
文
で
は
、
胸
部
検
診
や
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
必
要
性
が
明
確
に
主
張
さ
れ
て
お
り
、
結
核
の
根
本
的
対
策
は
患
者
教
育
で
あ
る
と

言
い
き
っ
て
い
る
。
ま
た
市
立
の
医
療
機
関
は
す
で
に
存
在
し
た
が
、
最
重
症
の
患
者
の
み
を
収
容
す
る
た
め
、
結
核
の
初
期
治
療
機
関
に



泉彪之助・正橋剛二：故松原三郎博士遺品中の一文害、

書かれた医史学史料

イディッシュ語で

564

イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
文
書
解
読
後
、
正
橋
は
文
書
類
を
再
調
査
し
て
、
同
じ
よ
う

な
内
容
を
持
っ
た
英
文
文
書
を
発
見
し
た
。
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
文
書
が
、
英
文
文

近
の
わ
が
国
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
対
策
に
対
す
る
批
判
と
比
べ
て
興
味
深
い
。

ョ
－
ク
市
の
年
間
結
核
死
亡
者
数
一
万
人
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
論
文
で
は
、
文
言
中
に
あ
る
「
い
わ
ゆ
る
特
効
薬
（
冒
扁
昌
日
①
島
‐

Ｑ
ｐ
ｇ
」
の
例
と
し
て
毛
①
目
目
と
い
う
名
前
を
挙
げ
、
こ
の
よ
う
な
「
い
わ
ゆ
る

（
加
）

特
効
薬
」
の
た
め
に
毎
年
全
米
で
二
億
ド
ル
が
費
や
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
文
書
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
団
体
が
設
立
し

た
医
療
機
関
も
存
在
し
、
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
有
名
な
の

が
、
マ
ウ
ン
ト
・
サ
イ
ナ
イ
病
院
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
医
療
機
関
あ
る
い
は
ユ
ダ

ヤ
人
団
体
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
衛
生
を
重
視
す
る
宗
教
的
規
制
な
ど
他
の
要
因
も

関
係
し
て
、
結
核
患
者
が
多
か
っ
た
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
出
身
民
族
別
に
見
る
と
、

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
結
核
に
よ
る
死
亡
率
は
も
っ
と
も
低
か
っ
た
と
い

（
咽
）

ゞ
《
’
／
０

は
な
り
得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
前
記
の
記
載
を
訂
正
し
た
い
。
ち
な
み
に
こ
の
論
文
の
中
で
は
、
学

童
期
の
結
核
患
者
六
千
人
、
成
人
の
重
症
結
核
患
者
（
冒
冨
月
巳
○
員
の
ヨ
ぐ
画
巨
の
）
五
万
人
と
い
う
数
字
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
論
文
に

（
別
）

は
（
強
制
）
隔
離
と
い
う
言
葉
が
な
く
、
他
の
文
献
を
見
て
も
感
染
予
防
の
手
段
と
し
て
喀
疾
の
処
理
が
も
っ
と
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。
最

近
の
わ
が
国
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
対
策
に
対
す
る
批
判
と
比
べ
て
興
味
深
い
。
後
述
の
結
核
展
示
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
ニ
ュ
ー

五
、
類
似
の
内
容
を
持
っ
た
英
文
文
書

．！．”

1伽
睡
綴
〃
域

岬
溌
飢
啄
織

移鶴
、
》
口
一
一
》
↓
一
一
一
ロ
簿
一

Ｉ
、
＃節

１

Ｆ
Ｉ
ｃ
煙

"'IGiWCMS""獅伽胴

#":t"0"sG""恥‘
in『.

愚

錨
阿
南

》
郵

録
蕊

蜘
趨

蕊
率臨

晒
恥

等
ｒ

Ｌ
睦

錘
・
』

⑧蝿
》

整
ｒ

轆
錘

濯
姉

Ｕ職

■

。
、
一
日
幹
三
一
三
一
》
。
．
一
・
一
一
一
醜
・
域
・
》
・
帯
…

・
錐
‐

一
一
葬
竺
》

ゞ
》
、

《

》
》
一
》
．
。

》
癖
基
“
錘
《
《
》

》

《

一
睡
一
一
》
》

》
鯰
料
卿
》
》
》
》
密

紅
誌
・

》
灘
》
峠
》

》
》
・

蝿
ゞ
癖
》
藷
敏
ゞ
緬
唖

》

▲
噂
斜
鹿
。
．

牡
瞬
弥
飛
騨
錘
．
》
鍔
．
》
．

心溌ART砿砺肝暗加蝕謝伽

羅arrCFN連軒YORK

FrccLCctW囑St6thCP""

息雫＃
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言
を
原
本
と
し
て
そ
の
翻
訳
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
た
が
、
両
者
の
問
に
は

明
白
な
差
が
あ
り
、
別
の
資
料
と
し
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
の
文

面
を
記
載
す
る
。

［
英
文
文
言
］
（
写
真
３
，
４
）

一
頁
（
一
面
右
）

ロ
○
］
洋
国
く
①
○
○
房
戸
目
冒
］
○
口
目
Ｃ
昏
曳
の

ロ
○
コ
》
庁
Ｆ
ｇ
Ｏ
弓
①
耐
⑦
弓
①
岸
８
国
○
巨

ロ
届
売
シ
元
弓
冨
両
ｚ
弓
○
甸
両
□
ご
○
シ
弓
胃
Ｏ
ｚ

弓
国
両
口
弓
尽
○
両
ｚ
両
与
ご
母
○
両
【

甸
碕
①
①
Ｆ
の
ｇ
匡
局
①
印
茸
）
片
面
①
面
①
○
亘
①

二
頁
（
二
面
左
）

国
○
二
討
弓
○
勺
宛
向
く
両
ｚ
弓
ｏ
Ｏ
ｚ
ｍ
ご
乏
弓
弓
畠
Ｏ
ｚ

弓
の
の
自
画
且
号
の
⑳
日
邑
ｇ
ａ
ｇ
の
ｍ
８
－
』
響
＆
一
乞
四
目
の
。
①
の
Ｎ
ａ
・
昌
耳
，
§
…
“

の
（
）
ロ
の
Ｅ
、
巨
己
ご
く
の
⑳
〕
煙
国
Ｑ
ご
く
ロ
］
四
【
］
胃
夢
含
（
）
Ｑ
○
口
○
計
穴
。
○
夢
試
岸
〕
四
庁
詳
苛
の
尽
一
胃
、
ぐ
①
○
○
口
の
匡
閂
ロ
【
）
ご
○
Ｐ
《

印
の
①
己
．
弓
国
向
い
向
の
閃
詞
冨
⑫
シ
宛
両
目
国
向
⑦
シ
ご
ゆ
国
○
蜀
○
Ｏ
ｚ
ｍ
己
三
回
目
○
ｚ
，

ｐ
Ｏ
ｚ
》
弓
め
国
弓
Ｃ
己
の
昼
①
言
四
房
の
１
戸
の
宮
．
①
目
印
＆
の
①
四
ｍ
①
、
煙
己
竺
亘
の
四
隠
冒
里
牙
①
置
言
．

ｐ
Ｏ
ｚ
雪
弓
の
国
弓
○
邑
昏
①
芽
）
○
筋
旦
昌
○
日
、
Ｈ
ｏ
ｏ
ｇ
め
（
）
門
一
国
言
ご
口
竜
の
．

ｐ
Ｏ
ｚ
目
ｍ
国
弓
○
国
洋
昂
穿
己
Ｈ
ｇ
胃
）
一
員
里
５
扇
．

す
ぐ

鞭

蕊蕊蕊
瀧
牙

識､繁ギ激心wで③纏篭鴬醸、c●獅魯灘灘踊鞭QN

幽
門
①
蔵
］
］
］
○
味
一
目
ぐ
目
。
ぬ
い
の
『
弓
】
の
貢
）
○
閏
巨
四
二

】×

擬雛溌瀞
,波IX寵雛鷲⑪穂鄙妙蕊,鞠雌加B､錘⑤鳶叩域恩醗

蝿
鞍
撫
Ｊ
封
理
郡
掌
喝
搦
弾
ご
芋
司
廼
３
淵
鼬
偉
珂
鄙
堀
１
．
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や
垣
吟 WHENYOUSPIT,spitintheguttersorintoaspittoon.Haveyourownspittoonhalffullofwater,andcleanthem

outatleaStonceadaywithhotwater.

DON'Tcoughwithoutholdingahandkerchieforyourhandoveryourmouth.

DON'Tliveinroomswherethereisnofreshair.

DON'Tworkinroomswherethereisnofreshair.

DON'Tsleepinroomswherethereisnofreshair.

Keepatleastonewindowopeninyourbedroomdayandnight.

Freshairhelpstokilltheconsumptiongerms.

Freshairhelpstokeepyoustrongandhealthy.

DON'Teatwithsoiledhands-washthemfirst.

DON'TNEGLECTACOLDoracough.

l1lm<(ll厘但）

HOWTOCURECONSUMPTION

DON'TWASTEYOURMONEYonpatentmedicinesoradvertisedcuresforconsumption,butgotoadoctoror

adispensary.IfyougointimeYOUCANBECURED;ifyouwaituntilyOuaresosickthatyoucannotworkany

longer,oruntilyouareveryweak,itmaybetoolate;atanyrateitwillintheendmeanmoretimeoutofwork

andmorewageslostthanifyouhadtakencareofyourselfatthestart.

DON'TDRINKWHISKEY,beerorotherintoxicatingdrinks;theywilldoyounogood,butwillmakeitharder

foryoutogetwell.

や
罷
引
ハ
ハ
《
洋
恥
《
↑

棄
忠
朴
里
幽
裡
暑
長
細

／
伽
慨
ｌ
ｅ
仔
唱
掴
判
蛙
置
川
遥
毒
籍
》
Ⅱ
臺
轌
眉
・
言
Ｎ
聖
環



DON'TSLEEPINTHESAMEBEDwithanyoneelse,and,ifpossible,notinthesameroom.

GOODFOOD,FRESHAIR,ANDRESTarethebestcures.Keepinthesunshineasmuchaspossible,andKEEP

YOURWINDOWSOPEN,winterandsummer,nightandday-freshair,nightandday,isgoodforyou.

GOTOAHOSPITALWHILEYOUCANANDBEFOREITISTOOLATE.Thereyoucangetthebest

treatment,alltherest,allthefreshair,andallthefoodwhichyouneed.

THECAREFULANDCLEANCONSUMPTIVESISNOTDANGEROUSTOTIIOSEWITIIWIIOMHE

LIVESANDWORKS.

国皿(1個旧）

FREEDISPENSARIESANDCLINICSFORTHETREATMENTOFCONSUMPTIVES

DEPARTMENTOFHEALTH.967SixthAvenue(55thStreet),Daily,exceptSunday,10tol2A.M・and2to4

P.MMonday,WednesdayandFridayalso,8to9P.M.

BELLEVUEHOSPITAL,Out-PatientDepartment,footofEast26thStreet.Daily,exceptSunday,lto4P.M.

GOUVERNEURHOSPITALWaterStreet,footofGouverneurStreet.Monday,WednesdayandFriday,atlOA.

M.

HARLEMHOSPITAL,footofEastl20thStreet.Daily,exceptSunday,at4P.M.

N.Y.POST-GRADUATEMEDICALSCHOOLANDHOSPITAL,room4,SecondAvenueand20thStreet,Daily,

7to8．30A.M･and7to8P.M.

(Patientsreportingforthefirsttimeshouldgoattheeveninghour.)

VANDERBILTCLINIC,60thStreetandAmsterdamAvenue.Daily,exceptSunday,2to3P.M.

（
ご
嵩
）
巾
苛
恕
抑
等
恕

楯
筆
朴
忠
幽
侍
、

｝
ｐ
ｏ

ｔ
良
Ｌ
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文
面
に
見
る
よ
う
に
、
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
文
書
の
発
行
者
は
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
市
衛
生
局
ｅ
①
息
耳
目
①
貝
ａ
函
①
己
ｇ
）
と
な
っ
て
い
る
の

に
、
英
文
文
言
は
教
育
局
ｅ
①
目
算
日
①
昌
旦
岡
目
の
胃
ざ
己
）
で
あ
る
。
ま
た
英
文
文
書
は
、
無
料
講
演
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
講
演
レ
ジ

ュ
メ
と
し
て
配
布
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
結
核
治
療
の
た
め
の
医
療
機
関
も
、
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
文
書
に
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
、
ブ
ロ
ン
ク

ス
も
含
ま
れ
る
が
、
英
文
文
書
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
み
で
あ
る
。
医
療
機
関
名
、
診
療
時
間
等
も
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
。

正
橋
が
調
査
し
た
他
の
文
書
に
、
ア
メ
リ
カ
自
然
史
博
物
館
（
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
あ
る
）
に
お
け
る
結
核
展
示
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
そ

の
中
で
啓
蒙
講
演
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
英
文
文
書
は
あ
る
い
は
こ
の
講
演
な
ど
の
際
の
レ
ジ
ュ
メ
か
も
知
れ
な
い
。

ち
な
み
に
こ
の
啓
蒙
講
演
の
講
演
者
の
一
人
は
、
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
文
書
に
名
前
の
出
た
ダ
ー
リ
ン
ト
ン
医
師
で
あ
り
、
一
人
は
前
記
論
文

の
著
者
ク
ノ
ッ
プ
医
師
で
あ
る
。
「
結
核
と
労
働
組
合
」
の
項
で
は
、
著
名
な
労
働
指
導
者
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ゴ
ン
パ
ー
ズ
（
一
八
五
○
’
一
九
二

（
型
）

四
）
の
名
も
見
ら
れ
る
。
以
下
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を
記
載
す
る
（
分
か
ち
書
き
を
、
続
け
て
記
載
）
。

シ
ョ
①
国
の
四
コ
目
屋
ず
関
口
一
ざ
の
尉
国
×
宣
す
旨
○
ご
胃
昏
①
シ
ョ
閏
月
四
国
巨
匡
開
巨
ョ
ｇ
ｚ
胄
匡
国
一
国
耐
ｇ
ｑ

ｏ
Ｏ
さ
罠
。
ご
こ
め
画
く
①
国
巨
①
四
国
ロ
『
漂
彦
の
賃
①
風

匡
弓
Ｑ
閏
号
①
画
屋
名
月
府
呉
弓
彦
①
ｚ
胃
ざ
ご
巴
宏
の
の
○
ｇ
呉
冒
国
さ
叶
昏
①
聾
匡
口
胃
習
己
弔
吊
ぐ
の
具
ご
邑
旦
弓
匡
ウ
①
月
巳
吊
尉
四
二
旦
弓
ゴ
①
○
○
目
ョ
葺
陥

○
国
言
①
弔
吊
ぐ
①
昌
旨
邑
旦
弓
巨
ご
囚
の
巳
○
ｍ
尉
旦
号
①
○
ヶ
勤
凰
ｑ
Ｏ
侭
四
ヨ
圃
禺
旨
匡
ｍ
ｏ
Ｑ
①
ご

甸
吋
○
日
言
○
口
。
、
雷
ｚ
ｏ
ぐ
①
園
５
国
胃
昏
さ
の
翼
匡
時
Ｑ
四
顎
ロ
①
。
①
ヨ
ゴ
臼
澤
彦

弓
一
昂
○
○
ヨ
ョ
』
茸
①
①
（
〕
国
号
①
弔
用
く
国
旨
○
国
且
弓
具
）
囚
’
の
三
○
の
誘
呉
弓
の
○
一
国
凰
弓
○
吋
ｍ
四
目
圃
閏
二
○
口
陣
）
ｇ
①
ご
》

晨
覇
向
い
里
隠
旦
煕
用
具
ゞ
ｚ
①
弓
母
○
局
穴
Ｑ
弓
．

弔
詞
向
、
国
昌
弓
国
詞
呂
Ｐ
ｚ
函
○
ｍ
四
目
シ
Ｐ
》
言
四
ｓ
９
国
シ
ぐ
①
ご
ロ
①
曽
己
ご
号
牌
吊
２
．
口
巴
ご
ゞ
①
×
８
頁
ｍ
Ｅ
ａ
ｍ
富
』
．
ざ
ｇ
的
ご
田
富



？ ●

opendayandevenlng

ThisExhibitionshowsthemethodsthatarebeingadoptedthroughoutthiscountryandinEuropetopreventand

curecollsumption-apreventablediseasethatkillingeveryyearinNewYorkCityalone,1(),000persons.

AddresseswillbedeliveredinthelargelecturehalloftheMuseum,ateightp．m.,asfollows:

November27th

ByHon.GeorgeB.McClellan

Hon.Thos・Darlington,M.D.

Mr.MorrisKJesupand

Mr.TalcottWilliams

November29th

TuberculosisandLaborUnions

ByMr.SamuelGonpers

Prof.GrahamTavlor

Mr.J､W.Sulivan

EdwardT.Devineandothers

Decemberlst

TuberculosisandtheMedicalPreofession

BvDr.LawrenceF.Flick
‐

Dr.VincentY,Bowditch

（
ご
詞
）
‐
叩
守
鰕
抑
等
鰕

鮨
澤
朴
田
幽
特
匡

②
や
ゆ
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（
二
）
こ
の
文
書
は
、
我
国
で
発
見
さ
れ
た
医
史
学
史
料
の
内
、
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
で
書
か
れ
た
最
初
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
我
国
で
も
、

定
住
外
国
人
人
口
の
増
加
に
よ
り
、
行
政
当
局
が
広
報
文
書
を
日
本
語
以
外
の
言
語
で
発
行
す
る
必
要
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
多

文
化
社
会
、
多
言
語
社
会
に
お
け
る
医
史
学
史
料
研
究
に
言
語
研
究
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
文
書
は
示
唆
し
て
い
る
。

こ
の
文
言
は
次
の
三
点
に
お
い
て
、
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
一
）
当
時
は
ド
イ
ツ
留
学
が
主
流
で
、
ド
イ
ツ
に
比
べ
て
ア
メ
リ
カ
医
学
に
つ
い
て
の
医
史
学
史
料
は
少
な
い
。
と
く
に
公
刊
さ
れ
た
文

献
で
な
い
、
こ
の
よ
う
な
広
報
資
料
の
一
次
史
料
は
貴
重
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
行
政
当
局
が
結
核
対
策
を
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
た
か

を
示
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
結
核
患
者
が
多
か
っ
た
の
は
ユ
ダ
ヤ
人
だ
け
で
は
な
い
の
で
、
英
文
文
書
は
、
広
く
一
般
住
民
を
対
象
と
し
て
啓
蒙

講
演
が
行
わ
れ
た
時
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
文
書
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
移
住
者
を
対
象
と
し
た
住

民
集
会
で
配
布
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
文
面
の
類
似
か
ら
、
両
方
に
共
通
の
基
本
資
料
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

画
園
ｐ
拭
い
少
．
【
ご
○
耳

Ｐ
ｐ
冨
吊
め
胃
○
ｚ
甸
詞
両
両

［
）
①
。
①
国
〕
ず
①
叶
函
庁
宇
］

、
目
巨
ど
の
Ｈ
ｏ
匡
］
○
の
耐
四
国
Ｑ
庁
ご
①
の
巳
〕
○
○
房
‐

弓
一
］
①
弓
①
、
○
ヶ
①
乱
ｍ
も
四
吋
計
員
］
洋
昂
弓
三
〕
①
門
何
巨
斥
あ
厨
も
【
○
ず
一
国
己

口
試
ご
く
目
．
Ｐ
，
閃
く
習
勗
四
国
ロ
（
）
言
田
鰄

六
、
こ
の
文
書
の
意
義
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（
三
）
日
本
の
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
研
究
者
に
と
っ
て
も
、
入
手
困
難
な
古
い
時
代
の
医
学
史
料
で
あ
る
こ
と
、
古
い
文
体
を
残
し
て
い
る
こ

と
か
ら
有
益
で
あ
ろ
う
。

こ
の
貴
重
な
史
料
を
恵
与
さ
れ
た
寺
畑
喜
朔
金
沢
医
科
大
学
名
誉
教
授
に
深
謝
す
る
。

（
こ
の
論
文
の
要
旨
は
、
平
成
一
三
年
九
月
、
第
一
○
二
回
日
本
医
史
学
会
総
会
で
発
表
し
た
）

（
２
）
「
松
原
三
郎
氏
琶

（
３
）
寺
畑
喜
朔
「
松

（
４
）
秋
元
波
留
夫
「

（
５
）
岡
田
靖
雄
「
戦

号
、
一
九
九
四
年

（
６
）
山
口
成
良
「
わ

（
７
）
高
階
美
行
「
１

（
８
）
上
田
和
夫
『
イ

（
９
）
上
田
和
夫
「
エ

（
、
）
上
田
和
夫
『
イ

（
ｕ
）
言
凰
日
田
ｇ
ゞ
〔

（
吃
）
ジ
ャ
ン
・
ポ
ー

参
考
文
献

１
）
金
沢
大
学
医
学
部
百
年
史
編
集
委
員
会
「
金
沢
大
学
医
学
部
百
年
史
」
五
三
八
’
五
三
九
頁
、
金
沢
大
学
医
学
部
創
立
百
年
記
念
会
、
一
九
七
二

年
山
口
成
良
「
わ
が
国
の
神
経
精
神
医
学
の
開
拓
者
松
原
三
郎
」
『
十
全
同
窓
会
報
』
一
六
九
号
、
一
九
九
八
年

高
階
美
行
「
ユ
ダ
ヤ
諸
語
」
『
言
語
学
大
辞
典
第
四
巻
」
、
六
○
○
’
六
一
四
頁
、
三
省
堂
、
一
九
九
二
年

上
田
和
夫
『
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
文
法
入
門
」
、
大
学
害
林
、
一
九
八
五
年

上
田
和
夫
「
エ
ク
ス
プ
レ
ス
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
』
、
白
水
社
、
二
○
○
○
年

上
田
和
夫
『
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
常
用
六
○
○
○
語
』
、
大
学
害
林
、
一
九
九
三
年

言
の
言
風
呂
ゞ
ご
『
邑
“
巨
且
の
３
国
一
哩
凰
‐
国
呂
啓
》
国
呂
啓
‐
圏
哩
啓
の
目
昌
○
コ
四
ご
め
呂
皀
《
の
ョ
胃
（
）
厨
〕
ｚ
の
雪
国
（
〕
異
〕
ら
コ

ジ
ャ
ン
・
ポ
ー
ム
・
ガ
ル
テ
ン
著
、
上
田
和
夫
・
岡
本
克
人
訳
「
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
』
、
白
水
社
ク
セ
ジ
ュ
文
庫
、
一
九
九
六
年

「
松
原
三
郎
氏
通
信
」
『
十
全
会
雑
誌
」
五
一
号
、
明
治
四
一
年
十
一
月
二
九
○
八
年
）

寺
畑
喜
朔
「
松
原
三
郎
教
授
と
米
国
留
学
」
『
北
陸
英
学
史
研
究
」
第
五
輯
、
一
九
九
二
年

秋
元
波
留
夫
「
日
本
精
神
医
学
の
開
拓
者
ｌ
松
原
三
郎
の
人
と
業
績
」
『
臨
床
精
神
医
学
』
八
巻
十
号
、
一
九
七
九
年

岡
田
靖
雄
「
戦
前
合
州
国
に
留
学
し
た
精
神
病
学
者
た
ち
（
上
）
Ｉ
松
原
三
郎
、
斎
藤
玉
男
、
石
田
昇
ほ
か
」
冒
本
医
史
学
雑
誌
』
四
○
巻
三
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（
Ｂ
）
上
田
和
夫
『
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
文
化
」
、
三
省
堂
、
一
九
九
六
年

、
）
本
名
信
行
「
ア
メ
リ
カ
の
多
言
語
問
題
」
三
浦
信
孝
編
『
多
言
語
主
義
と
は
な
に
か
」
、
藤
原
書
店
、
一
九
九
九
年

（
明
）
野
村
達
郎
「
ユ
ダ
ヤ
移
民
の
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
』
、
山
川
出
版
社
、
一
九
九
五
年

Ｅ
）
ラ
ビ
・
リ
ー
．
Ｊ
・
レ
ヴ
ィ
ン
ジ
ャ
ー
著
、
邦
高
忠
二
・
稲
田
武
彦
訳
『
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
ユ
ダ
ヤ
人
の
出
会
い
」
、
創
樹
社
、
一
九
九
七
年

（
Ⅳ
）
松
尾
弍
之
『
民
族
か
ら
読
み
と
く
「
ア
メ
リ
カ
」
』
、
講
談
社
選
耆
メ
チ
エ
、
二
○
○
○
年

（
肥
）
佐
藤
唯
行
「
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
史
』
、
八
一
頁
、
集
英
社
新
書
、
二
○
○
○
年

（
卿
）
泉
彪
之
助
「
故
松
原
三
郎
博
士
遺
品
中
の
一
文
言
、
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
で
書
か
れ
た
医
史
学
資
料
」
（
学
会
抄
録
）
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
四
七
巻

（
卿
）
泉
彪
之
助
一
‐
故
松
岸

三
号
、
二
○
○
一
年

（
別
）
【
。
○
貝
》
砂
シ
・
“
目

（
注
）
著
者
は
、
’
－
１
－

（
皿
）
弓
戸
昔
の
月
三
○
ｍ
扇
一

（
犯
）
弓
毒
①
両
ロ
の
望
旦
（
己
（

【
貝
）
貝
》
砂
シ
，
“
、
戸
言
①
月
昌
○
的
尉
》
シ
碑
）
凰
巴
口
耐
①
画
い
の
》
当
○
言
勗
国
昌
〕
酉
．
⑩
函
○
ｍ
目
国
一

者
者
は
、
’
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
市
衛
生
局
肺
疾
患
外
来
の
シ
⑳
の
○
，
一
胃
の
皀
寓
，
①
９
（
）
『

弓
号
閏
２
－
（
崩
尉
（
書
評
）
↓
シ
Ｈ
ｇ
自
昌
．
冨
巴
・
如
卸
認
蝉
屋
三

目
一
吊
両
ロ
の
望
旦
（
己
①
９
画
シ
日
の
目
ｎ
画
］
国
畠
ゞ
忠
口
の
貝
豈
四
‐
旨
の
．
》
毛
罵

国
昌
一
国
営
〆
］
函
簿
い
や
牢
Ｉ
全
覇
．
］
や
窯
）

（
介
護
老
人
保
健
施
設
陽
翠
の
里
、
（
医
）
白
雲
会
）
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